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要約:入 学直後 の1年 生を対 象 とした スタデ ィスキル ズを担 当す る機 会を得 た。SWOT分 析 の思考 を援用す る

ことで 「大学生活 をいかに過 ごす か」を考 えても ら うこ ととした。狙い は、「主体的 に学んでい くた めに必要

な能 力」及び 「社 会人 と して生 き抜 くため に必要 な能力」を高め るこ とであ る。さ らに、「自分 自身 の生 き方

を考 える」及び 「社会 に向けての意見発信」に も力点 をおい た。本稿 では、SWOT分 析の概要 とその援用の考

え方、演習の実際、及 び評価 について述べた。

1.背 景

筆者 は、製鐵 会社 及び ソフ トウエア会社 を経て、

2010年8月 か ら高知 工科大学 に移 った。企業生活

か ら大学の世界に入った こともあ り、印象深い こ

とが多いが、学生の印象 は次の よ うにな る。

・新入生は、 当然 の ことなが ら、なん らかの夢 を

もって入 学 して きてい る。

・ただ、高校 卒業 まで教師な ど身の回 りの人々の

指 導 ・指 示の下で動いて きた学生が多いためか、

自ら人生 を自ら切 り拓 いてい こ うとい う気概が

弱 い印象 があ る。

・入学直後か ら、学生 らは就職 の ことを考 え始 め

ざるをえない雰囲気に包まれてい る。つま り、

大学は就職 への一里塚 とわ りきってい る感 じも

あ る。

・その一方で、就職 活動 を始めた時点で、 自分は

何者 か、何に向いてい るのか、何 を したいのか、

と 「自分探 し」 を始 め る学生 もい る。

そ うい う学生に対 し、ス タデ ィスキルズ(専 門

科 目とは異なった視 点か らの入学直後の教育)を

担 当す る機 会 を得 た。 そ こでの試 み を紹介す る。

2.高 知 工科大学 学びの体系

高知 工科 大学での学びの体系を、図1に 示す。専

門教育の軸(基 礎科 目、専門科 目、卒業研究、大学

院)と キ ャ リア教育の軸(ス タデ ィスキル ズ、キャ

リアプ ラン基礎、キ ャ リアプ ラン1、 イ ンター ンシ

ソプ、キ ャ リアプ ラン2)が ある。

本稿 で述 べ るスタデ ィスキルズは、1年 生 を対象

と した ものであ る。一
甲藷 匝

④ 彩 、湖 矯 蕊 轍 宵,
図1.高 知工科大学 学びの 体系(島1))
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3.SWOT分 析 と援用 の考 え方

3.lSWOT分 析 とは

大学生活 におけ る目標 を設 定 し、それ を実現す

るための行 動計画 を策 定す るた めに、SWOT分 析

の思考を援 用 した。

SWOT分 析 とは、1920年 代か らハーバー ドビジ

ネ ススクールの ビジネ スポ リシー コー スの一部 と

して開発 されてきた ものであ る。SWOTと い う名

称 は 、Strengths(強 み)、Weaknesses(弱 み)、

Opportunities(機 会)、Threats(脅 威)の 頭 文字 を

とってい る。

宮川2)に よれ ば、 戦 略 とは 戦 の 計 りごとの意

味であ り、企業に とっての戦 とは競争で あるか ら、

競争 戦略が経営戦略の中核 であ るとい える。 そ し

て戦に勝 つためには、敵(競 争企業)と 自分の力

を十分 よく知 らな ければな らず、また戦場で ある

市場 について も行 き届いた分析 がな ければな らな

い。SWOT分 析 はその よ うな要求に応 えよ うとす

るものであ ると して、図2に 示すSWOT分 析 をべ

一スに した経営戦略策定のプ ロセス をモデル化 し

て示 してい る。

餌部環境げ湘 査 円部瑚境の構査

る ビジネ ス機 会 と、組織 に とって脅威 をもた らし

うるよ うな リスク要因 とを分析 ・評価す るこ とを

意味す る。SWとOTと は相互 に密接 な関係 にあ

るこ とも注意 しなけれ ばな らない。 自社 の強み は

それ を活 か しうる市場機会 に通 じる し、弱み は外

的環境か らの脅威 に結びつ く。そ してSと0と は

攻 めの経営 に、WとTと は守 りの経営 に関連す る、

と してい る。

3.2SWOT分 析 の援用 の考 え方

自社 を学生 自身 におきか え、自らの内部環境(強

み ・弱み)を 精査 し、次 に自分 自身の外部環境(機

会、脅威)を 精査す る。 さ らに、内部環境 と外部環

境 を組 み合わせ て、大学生活 の 目標 を達成す るた め

の戦略案 を検討 す る。

宮川2)の 経 営 戦 略 策 定 のモ デ ル を意 識 して 、

SWOT分 析 が しやす い よ うに、図3に 示す思考 フ レ

ーム ワー クを学生のために用意 した。

日 標 、目 的 設 定 シ ー ト

[一_趣 冠_
適自レ魔い蟹8

萎1:.

_麹 〔一 一畠7『←二

愈貿肉む曙●

強み ・弱 み を自 由 にリスト乃70シ ート
■

●
●

●

■

●
●

●

F幕1-F;一 弔豊二
1艶翫 。

:瓢
・84力 ●鞠

`髄●

`腫1吟
・口㎜

`鰹o・鱈買}

:器

:金量購や

噌 ■o鱒輸,卿o● ●.●墜.暢

図2.経 営戦略策定 のモデル

宮川2)は 次 の よ うに解説 している。SとWは

自社組 織 の内部環境 に 目を 向 けて、 自 らの 強 み

と弱み とを分析 ・評 価す ることを意味す る。0と

Tは 、組織 の外部環境 に 目を向 けて、その 中にあ
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的 に学ん でい くために必要な能力」及び 「社会人

と して生 き抜 くために必要な能力」を定 めている。

これ らの育成 を図 りつつ、さらに、「人生 を考 える

きっか け」 を提供す るこ ととした。特 に 「人生、

いか に生 きるべ きか を考 えるこ との大切 さ」 に気

付いてほ しい とい う思 いか らである、 さらに、受

け身の行動か ら自律 した行動へ の変化 を促す こ と

を狙い、「社 会へ の意 見の発信 」の場 も用意す るこ

と とした。

4.2育 成能力 と教育内容 との対応

「主体的 に学 んでい くた めに必要 な能力」及び

「社会人 として生 き抜 くた めに必要 な能力」 と教

育 内容 との対応 を図4に 示 した。

敢絶み案 絆優シート

ニ■■●「.i鋤 ■■■■1二go

融絶みスケジー一ル紀入シート

ll-　 一'1騰 軒

,≪.,、984

図3,SWOT分 析 思 考 フ レー ム ワー ク

4.ス タデ ィスキル ズ演習 の実際

4.1ス タデ ィスキル ズで育成 す る能力

高知工科 大学では、育成す る能力 として、「主体

4.3教 育の流れ と各演習の関連

4.3.1大 学生活の設計

取組み について、そ の流れ ・関連 を図5に 示 し

た。各回(90分)、8回 で実施 してい る。ここでは、

学生 らが具体的 に検討 しやす いで あろ う、「大学生

活 の設計」 をテーマ として、 とりあげてい る。第

8回 「大学生活 の 目標 ・目的 発表」 か ら第7回

「取組み案 の評価、 スケジュール化」で は、最初

に演習の進 め方 ・そ の背景 を解説す る。それ を受

けて、個人で の思考時 間を5か ら10分 とった後 に、

5名 前後 の グループに分 かれ て40分 程度 、討議 を

して も らう。1ク ラスは、合計15名 前後 の少人数

で ある。

討議の進 め方 につい ては、 きめ細か くは指示せ

ず、ア ウ トプ ッ トして ほ しい ポイ ン トと、既述 の

図3に 示すSWOT分 析 の思考 フ レー ムワー クを提

示す る。

学生 らは、 当初 は戸惑 うよ うで あるが、回数 を

経 ることで討議 の要領 を体得 してい く。 また、高

校時代 までのよ うに一つ の正解が あるわ けではな

い こ と、 自分 自身 の考 えをもつ こ との大切 さを、

最初 に強調 して いる。社会 にでてか らの課題 とい

うものの多 くが 、そ うであるか らで ある。

討議内容 は、模造紙 にま とめて も らい、毎回、

異 なった メンバ がプ レゼ ンテー シ ョンを行 う。 ま

とめる際 の形式 には制約 はか けてお らず、 グルー

プ の創 意 に任せ てい る。

ところで、第5回 「『強み』で 『機 会』・『脅威 』

に、 どう取 り組むか」 に入 る前 には 、 自分 のパー

ソナ リテ ィ ・タイプ を知 ってお くこ とが参考 にな

る と考 え、簡易的 なRIASEC診 断 を実施 してい る。
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RIASEC診 断 は 、Hollandが 考 え 出 した 職 業 的 興 味

の タ イ プ を 知 る 手 法 で あ る 。 タ イ プ と し て は 、

Realistic(現 実 的)、Investigative(探 求 的)、

Artistic(芸 術 的)、Social(社 会 的)、Enterprising(企

業 的)、Conventional(慣 習 的)が あ る 。

[強み ×機会 ・脅威]
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図6.グ ループ討議の様子

[弱み ×機 会 ・脅威]

最 終回では、それまでの討議 も参考 に、各人か

ら 「目標 ・目的達成 のために大学生活 を どう送 る

か」の宣言 をプ レゼ ンテー シ ョン して も らう。 こ

のために、事前に、 「プ レゼ ンテー シ ョンの基礎 」

について も解説 してい る。 グループでの討議 結果

の一例を図7に 示 す。

[強み と弱み]
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また、人生で精神的 に参 るこ とな く力強 く生 き

てい って欲 しい とい うこ とで 、「信念 を強 くす る」

こ との重要性 を 中村天風3)の 「日常の心得 」を借

りて伝 えるこ とに して いる。
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4.3.2社 会 に向 けての意 見発信

「自分 自身の生き方を考 える」こ とと併行 して、

自分 自身 の考 えを もつ ことの大切 さの実感 と世界

を広 げ る意 味 もこめ、下記 を実施 してい る。

①1年 生の5月 の連休前に 「お世話 になった方

へ葉書の送付 」

② 新 聞 「投書欄 」 を読み、それに対 し賛否 を述

べ る 「200宇 意見文」 の作成

③ 新 聞 「投書欄 」への投稿 のための 「500字 意

見文」の作成

上述① のために 「礼状 の書 き方」の説 明 を行 い、

② 、③ のために、「文 章の読 み方」、「レポー トの書

き方」を説 明 してい る。 投稿 については、若 者だ

か らこその視 点か らの内容 もあ り、実際 に掲載 さ

れた もの もあ る。 その一例 を図8に 示す。

5.2学 生 か らの声

高知工科大学で は、学生が授業 を評価す る仕組

みが ある。そ こでの学生 コメン トを、一部 、紹介

す る。

・今まで にない貴重 な体験が できた ので、 良か っ

た。今後 も、 この講義で学んだ こ とを活 か し、

充実 した人生 を送 ってい きたい と思います。

・自分 自身 の状態や、強み ・弱み を知 る良 い機 会

だ った。本講義で学 んだ こ とを しっか りと今後

の学生生活 に生か し、講義 内で定 めた 目標 を し

っか りと一つずつ実現 させてい きたい。

6.お わ りに

スタディスキルズ として、SWOT分 析 の思考方法

を援用 し、大学生活 を設計す るこ とを試み た。
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図8.高 知新 聞2012年8月25日 朝刊 「声ひ ろば」

5.評 価

5.1学 生の 自己評価

スタデ ィスキルズ受講の前後での学生の 自己

評 価(5点 満点 、45名 の平均)を 参考までに図9

に示 す。 書 く力、他者理解 ・自己表現力な ど全て

の項 目にて受講 後は レベ ルア ップ してい る。

社会理解と臼立心

一◆-xar

書くカ ー●一愛隣後
SQQ

鋼査・翼約する力

.他巻理解・自己表環力

問顕発見力

臼己の立場の理解

図9,ス タデ ィスキル ズ受講前後 の 自己評価

「大学生活で想定 しうる機会 ・脅威」や 「取組

み案」 を学生諸君 に議論 して も らうが、教員 とし

て どこまで意見 をのべ てよい のか、気 になる とこ

ろで ある。限 られた時 間の中で、本講義 ・演習 を

完結 させ る必要 もある。今後 、学生 の満足度 を上

げ るのは もちろん、筆者 自身 の満足度 もあげてい

きたい。
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(Activity Report)

     Designing of University Life by SWOT Analysis 

           and Contribution to a Newspaper 

              — Trial in "Study  Skills"  — 

                            Motohiko Igata 
                                 (Received: April 30 th, 2013) 

             Educational Lecturer's Office, Kochi University of Technology 

           185 Tosayamadacho-Miyanokuchi, Kami, Kochi, 782-8502, JAPAN 

E-mail:` igata.motohiko@kochi-tech.ac.jp 

Abstract: I got the opportunity to take charge of "Study Skills" for the first grader of Kochi University of Technology. 

In this lecture and exercise, The SWOT analysis was used as a method to make students consider how to spend four 

years of University days. Furthermore, I recommended students to write for a newspaper. The purpose of "Study Skills" 

is to heighten each student's capability required in order to learn actively and survive as a member of society. This paper 

describes the outline of the SWOT analysis, the method of utilizing the SWOT analysis, the contents of this lecture and 

exercise, and evaluation.
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